



























































コソソによれば，財務管理（La Gestion financiere）は， それが設立，成













（une activite de production et d'ec友ange）によって達成されることになる。











流出の流れ（ies flux de sortie）と呼ばれる。この流れを記録するために選
択される期間の単位は，分析の必要性に従って変化し うる。一般には，一般




















































































































財務諸表一 貸借対照表(le Bilan),経営計算書(le Compte d'Exploitation)，














































































外 部 金 融 の 必 要 額















内　 部　 金　 融
外 部 金 融 の 必 要 額









































































て い る。 と に か く 長 期 の資 金 調 達 手段 と短 期 の資 金 調 達 手 段 と の 問 の 区 別 は ，
22）
もっ と も実 践的 な もの とな ってい る のであ る。
V　結　 び　




























決 のため には， コソ ソ もか な りくわし くと りあげ てい る資 金調 達 の中 にそ の
手 掛 りが 存 す る よ うに 思わ れる のであ る。
1） 次の文献は，『資金の循環する流れ』に財務管理の対象を見い出していることがわかる。




） 本稿でとりあげたコンソは，E. ソロモンの研究もとりいれよ う と,していることに注意
したい。4
） 本稿で参考にしたコンソの文献は次のものである。　　　p.
 Conso,    La　Gestion　Financi ふre de L'Entreprise, Paris,   Dunod,  1967.5
）Ibid.,  P.I.6
）Ibid.,  pp.1 ～2.7
）Ibid.,  p. 3.8
）Ibid.,  p.3.9
）　Ibid., p.5.10







P,  Conso,   op.　cit., pp.5 ～94.Ibid.,
   pp.195～196.Ibid.,
   p. 198.Ibid.,
   pp.217～268.
なお，最近における資本コスト論は，コンソの研究の中にはみられない。p.
  Conso,  op.　cit., p. 95.Ibid.,
   pp.95～96.Ibid.,
  p.97.Ibid.,
   p. 98.Ibid.,
  p.99.
